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　まえがき

　花商岩地帯に春けるハゲ山，山くずれ，地すぺ

りによる荒廃について，従来の多くの資料から，

これらの典型的左ものをとり上げて整理し，ある

ものについてば現地調査を行をつて，一応その結

果をとりまとめたので・ここに，それを報告する．

　1．日本の花陶岩類

　わが国における花商岩，あるいは花崩岩質の深

成岩類は，これを地質時代の立場からみるとつぎ

の四つのものがある．

　（1〕岐阜県の飛騨地方から隠岐島あたりに分布

する，片麻状花商岩類と呼ぱれる特種を岩石．こ

の片麻状花闘岩類は従来，いわゆる秋吉造山運動

とよぱれる中生代初期の造山運動のころできたも

のと考えられていたが，戦後の研究によつて，地

質史的に最も古い太古代のものであろうと考えら

れるようにをった．この」二う友考え方は，必ずし

も戦後におこったものではたく，すでに戦前にも，

一部の地質学・岩石学の研究者の間では，太古代

の岩石ではないかとし（う，ぱく然たる考えはもた

れていた．地質学的には興味深い花闇岩類である

が，その分布はあまり広いものではをく，この意

味で，災害問題との結びつきには，とくに注目す

ぺきものがあるようには思われない．

　（2〕古生代の末期から中生代の初期にかけて，

いわゆる日本列島の造山時代にできた花崩岩類で

あつて，地域的には，いわゆる領家帯とよばれる

地帯にか庄り広く分布する．領家帯というのは，

中央構造線と呼ぶ，日本における最も著しい地質

構造線の北側に，幅約30～40kmで細長く東西に

延びる地帯である．具体的にいえぱ，瀬戸内海沿

岸から，奈良盆地，滋賀県南部から三重県櫛田川

北部，愛知県三河の設楽地方，天竜川流域がこれ

であって，さらに関東地方では，筑波地方に現わ

れる．・また阿武隈山地・北上山地に分布する花簡

岩類もこれに属し，羽越変成帯と呼ぱれる東北日

本の脊稜山地から，日本海側の第三紀層地域（ク

リーン・タ7地域）の所々に，せまいばんいに見

られる花崩岩類がこれである．岩石には種々のも

のがあつて一様では左く，貫入の時期にもちがい

がある．しかし，このよう在岩石のちがいが，災

害の発生に対してどう反映するかぱまだ明らかで

をいが，あまり重要友意味をもつようには恩われ

ない．
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　13）中生代H岨紀の末期にへい入した花闘岩類

は，最も広い面積を占めて分布し，中国地方でぱ

広島花陶岩と呼ばれている．瀬戸内海北部，つ’ま

り領家帯の北から中国地方南部にかけて発達して

おり，山陰地方のものもこの種の花崩岩であろう．

しばしぱ花商ぱん岩一石英ぱん岩類を伴ってい

るが，石英はんゼ」類は，最近の研究によると溶結

凝灰岩であるということが認められつづある．関

東・東北地方では，グリーン・タフ地域の基盤を

友している花商岩類の多くのもの，たとえぱ飯豊

山地や南会津から上越地方のものなどが，この種

の花崩岩とされ，北上・阿武隈の新期花嗣岩類も

白亜紀ごろのものと言われている．このように石

英はん岩と称されたものも含めて考えると，その

分布面積が最も広大であるだけに，災害の立場か

らも，多くの問題をもつ花崩岩類といつてよい．

　（4〕新第三紀中新世に貫入した若い花崩岩類で，

関東山地，とくにその南部の丹沢山地に発達する

石英せん緑岩や，上越地方清水トンネル付近に分

布する花商岩類がこれに属する．その他，岩石学

的にみると，中新世の花商岩類にきわめてよく似

た酸性深成岩類が，近畿地方，ことに兵庫県の播

磨から中国地方にかけて分布する．これらの岩体

はいずれも，小さい岩塊として点々と散在し，大

きな岩体としては現われないようである．しかし

災害の立場から検討を加えると，丹沢山地で見る

ように，岩体が小さいというだけで見逃しえない

問題をもつ場合がある．

　日本における花崩岩類を地質学的に分けてみる

と，以上のと拾りであつて，分布面積からいえぱ，

（3〕の中生代白亜紀のへい入のものが最も広く，つ

づいて領家帯の花崩岩類，つまり古生代末から中

生代初期にかけてへい入したものが，大きい面積

にわたつて分布する．

　2．花禺岩の変質作用

　　　一とくにマサに関する諸問題一

　花崩岩類の上に現われるさまざ’まの問題，たと

えば山くずれ，地すぺり，土石流，山津波をはじ

め，さらに広く山地に行なわれる傾斜地の農業な

どを含めて，人問社会との結びつきに関する諸問

題を検討する場合に，上述した花商岩類の地質学

的分類がどのような意味をもつかについては，今

ユξζぷ孟篇㌫二㌫㌶二言

互の問に，応用地学上，どのようなちがいがある

かは，まだ明らかにされていない．これが明らか

にされうる希望は，近い将来にもてそうにないと

いうのが実情であろうが，花尚岩類を全体として

とり上げるならぱ，応用地学上の重妻な問題点を

指摘することは不可能ではない．そこで花陶岩類

のもつどのような性質が，人問社会との結びつき

を検討する場合に重要であるか，という問題につ

し（て，以下，少し考えてみることにしよう．

　花樹岩の変質作用を重ず第1に考える必要があ

る．よく知られているように，花陶岩類には通称

マサと呼ぱれる特異な変質作用の産物がある．マ

サは別に真砂という表現もあるが，これは決して

砂，あるいぱ砂粒を意味するだけのものでぱない．

道路工事その他で花商岩山地の切りとりが行なわ

れた跡の露出面を見ると，花闘冶の肉眼的な構造

組織はほぼその重ま保存されているが，もはや岩

石でぱなく，ハンマーなどで打てぱ造岩鉱物は砂

粒となつて崩落し，かたい岩片の採取が不可能な

場合がしぱしばある．つまり花崩岩の肉眼的な構

造組織をもつた砂粒の集合といえぱ，その性格の

一半をうかがうことができよう．しかしこれは単

なる砂粒の集合でぱない．切りとり面がほとんど

鉛直に近い，急な傾斜面であつても，それは容易

に崩落をおこさないからである．

　マサの状態のところにはしぱしぱ堅い，新鮮な

花崩岩の岩塊が含まれている．この」二うな花商岩

の岩塊には大・小さまざ・まの大きさのものがあっ

て，小さいものではこぶし大，人頭大などの大き

さがあり，大きなものでは，ほとんど小山を形成

するほどのものもある．これは，マサの状態に変

質をおこさない花嵩岩が，マサの中に残ったもの

であろうと考えられるが，こういう岩塊の中には，

ほとんどあるいは全く変質作用をうけていないと，

認めてさしつかえないものも少なくない．

　花崩岩がマサの状態に変質しているところは意

外に広く，もし変質の程度を問題としないならば，

日本の花崩岩類で，マサの変質が拾こつていない

岩体はほとんどあるまいといつても，決して誇張

でぱないほど，この変質現象は一般に広く見られ

るものである．

　ところで変質作用とか変質現象という言葉を，

内容の説明にはふれないままで使ってきたが，こ

こでこの言葉を中心に，マサの成因について考え

てみよう．マサぱ吉くから深い関心をもたれてい

た．後に述ぺるように，マサはさまざまの型で人
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問社会と結ひ’ついていたから，一お・そらく，｛llI工時

代にまでさかσ）ぽって，淡い閑心が払われていた

であろうと一監』、われる．それにもかかわらず，一・1

がどうして，どのような、過不㌔1に」二ってできたかと

いう問題ぱ，地貫の研究κに．しって，ほとんどと

り上げられなかつたといつてよい．こσ）閉1距に支寸

する椴初の考え方は，雑者・が批案した深・屑風化作

用によると丁るものてある（上［」、川地賞　篶イ」ぴ）風

化と森林の立地一形成遺1尊，［土f今書院，昭和27年，

P．62）．深層風化という言集も筆名’の新造．語で

あつて，この文献以前にぱ兄られない言葉て、ク，り，

こういう考え方もほとんどなかったように、憎、う．

しかし筆老白身も，深層風化とし・う概念を，しつ

かり規定していたわけではなく，マサの状熊は風

化作用によつて牛ずるものと簡陣に考え，　しかも

それが，ボーリングその他の資料を総合すると，

深度数百’mから，1，000m以．止に及ぶと考えられ

ることから，これを深い部分に及ぷ風化作用と考

え，深層風化としたまて’のことで，その機構にま

で及んで，深く考えた’わけでぱなかった．

　その後，多くの現場を観察する機会をもったこ

とと，風化作用が教百mの深郁に及ぶ機構の解明

が困難であるために，深層風化という概念を放棄

し，このE三1葉もまっさつしてし咳い，今11は別の

視野に1∠つて花閑岩のマサの成内を考えている．

その視野が変質作川である．それは花f舳11が，何

かの原因でマサの状従に変質したとする考え方て

あつて，その原困は，淋／ポ代σ）後半からはじまる，

地塊巡幼にあるひ）で’はないかという考えて’ある．

この地塊運動に伴って広い地域にわたり，花舳I1

類の内細構造が破、壊され，これが舳刈でマサがで

きたという考え方で，こう考えれば，帖もキ、狼な

ものは地塊巡軸に」二る化閉÷11σ）破二夷て’ある．　この

破喫に．ヒって，深部に遂で風化作川が及んだとす

オしピf（こナし仁tいささカ・り埜プf’cゴろろフう・もしオしなし（カ…）

深11．㍉｛風化σ）概、念にも、な味をもたせうるて’あろう．

そこまて傑屑風化を強調すろ必汐があるかどうか

は，はなはだ雛わしし、にしても，こ9）言葉が広く

　一般に使われている理火に対して，こういうこと

を付3して一も・くのも無駄’ではあろまい．

　化閉ギ触は木火もろいれイ．fであるから，地塊連

幼による応力をうけると内杣榊一化が破壊される．

そして内郁構遣の破壊がすポむと，まだ破壊され

ていな～祁分は応力をあ重り強く受けない状熊に

圭・かれ，破壊されないままで’残る．これが前にの

べた，マサの巾に㍍首れる新鮒な，幣い化閉パで

ある．また㍗石の破壊作川に伴って，鉱物成分が

化学的な変質作川をうけることも考えられるから，

マサの榊成鉱物は多かれ少なかれ，二次的変質を

うけていることが多い．地塊運動のさいに，地F

からガスなどが上外して，それが㍗石に作川する

のではないかと、讐、われるし，キ』1心が破壊されれぱ，

地表水の没透が深・い部分にも及ふ口∫能作も考えら

れ，これが宕石に作川する場合もないとぱいえな
レ・．

　則秦1県から西，1いLl・1地〃⊂は花閉㍗類の分布が

ひろレ・が，これに対応して，マサの分布も広人で

ある．このことぱ，■人きな≒I÷体ほどマサの状依に

変貰しやすく，岩体が小さいもσ）ては，地塊連動

に」二る応力のエネルギーが，花喘ゲ；の」均閉の水成

片触の中に解消することが’考えられるから，マサ

の状1、拒の変質作川が光・こりにくいというように考

えることもできよう．また化1≡向岩触の巾では，粗

粒で，艘1咋の岩石ほどマサヘの変質が杵しく，細

7
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粒で，1盆基性の岩石では，マサになりにくい傾向

があるのではないかと思われるが，この点につい

ては重だはっきりしたことがいえない．花闘岩類

のマサの成因には，まだまだ多くの問題を残して

いるが，応用地学の立場から，この研究が本格的

にすすめられる」二う希望するものである．マサの

応用地学的な蝿解の一つの側面は以上のとおりで

あつて，もう一つの側面として，マサと人間社会

との密接な結びつきがある．この側面についてご

く簡単に述ぺよう．

　言ず第1は，占くから鉄鉱石として採掘されて

いたことである．今Hでは全く想像もできないこ

とであるが，日本式製鉄法といわれるタタラ吹き

の原料鉱石が，マサの採拙によつていた．すでに

古1貰畔代にさかのぼって，マサは製鉄原料を供給

したようである．そして明治中期まで，これが鉄

鋼として重要な位置を占めていたらしく，洋式製

鉄の発蛙とともに，急激にこの製鉄法がみられな

くなつたものである．そして今日では，兵庫，岡

山，広島，島根などの花間岩地帯が，砂鉄の鉱区

としてあ’ますところなく登録されている姿に，か

つての鉄鋼業地帯のなごりをとどめてレ・るといえ

よう．またこのことが，近畿地方から中国地方の

花蝸岩山地に，驚くべきハゲ山を現出し，山地の

はなはだしい荒廃をもたらし，明治時代になると

農業の経営をおびやかすに至つた重要な理由の一

つであつたことは，後にややくわしく述べるつも

りである．

　第2に，マサ地俳に拾ける傾斜畑の開発がある．

この開発も砂鉄採取と並んで占噴時代に’までさか

のぼる可能性があるが，傾斜畑ぱマサ地帯におい

て，その耕作が可能てあるが・堅い花闘岩の山地

では不可能である．これぱ今日でも，瀬戸内海の

諸島とその沿岸に展開される山地農業，傾斜地農

業にその姿を見るばかりでなく，その延長として・

奈良盆地から三河地方をへて，天竜川上流地帯に

も及ぷもので，このことがまた，砂鉄採掘ととも

に，花陶岩山地にハゲ山を造り，山地の著しい荒

廃をもたらす重要な原因の一一つであつたことも，

あとで再びとり上げてみたいと思う．

　第3に，陶器の原料鉱石として用いられる．い

わゆる瀬戸物と称する一般家庭用の焼物を造るさ

い，増量材として用いられるのである．この場合

ぱどんなマサでも使用しうるというわけではなく，

ある特別の部分が使われるようである．

　第〃〔，戦後，とくにこの数年の間に，マサ地

帯に現われた特異な土地利用の発展がある．たと

えぱ瀬戸内海沿岸における果樹園の造成がある．

農業構造改善の一壊として，生長産業とみられる

果樹特産地帯の形成として，マサ地帯の諸所にミ

ヵノ，プドゥ亨どの傾斜地栽培が行なわれている

が，これは，傾斜地農業の一つとみることもでき

るから，とくに特異な土地利用の発展とはいえな

いかもしれない．そして，いわゆる経済σ）高度成

長を背景として，別の士地利用の姿が現われつつ

あることは注目してよいであろう．一つは，かつ

てハゲ山であった花闘岩のマサの丘峻地帯が，そ

の後の緑化事業によつてアカマッ林（保安林）と

なったところを，再び伐採して，ゴルフ場を造っ

た例などぱこれであろう．またマサ地帯の山をく

ずし，宅地の造成がすすめられているし，くずし

た土砂で海面を埋め立て，工場用地の造成が行な

われていることは，神戸市，岡山県の水島市，山

口県徳山市などでみられ，同じような計面が，瀬

戸内海沿岸の諸所でもたれていることは周知のと

おリである．

　しかしながら，このようなマサ地帯の特異な土

地利用法は，近年になつて，突然現われたもので

はない．戦前にもすでにあつたし，戦後まもなく，

瀬戸内海沿岸で行なわれている．たとえば戦前の

ものとしては岡山市東山のグラウンド造成，第二

次大戦後，問もなく施工されたものとしては字野

市の競輪場，松山市の野球場の造成などをあげる

ことができよう．いずれもマサの山地を切りとり，

そのあとのマサの上に造成されたもので，いわぱ，

いま述ぺたさまざまの土地利用の展開に対する先

駆的な意味をもつものとして注目される．そして

こういう新しい土地の開発利用が，これからどう

展開されるか，またその反作用はどのような型で

現われるか，ここに花商岩のマサをめぐる重要な

研究課題が伏在しているのではなかろうか．

　3．　花陶岩山地の災害

　花商岩の山地に発生する災害にはつぎのものが

ある．

　　ハ　ゲ　山

　　山くずれ
　　地すぺり
　こう並べてみて気がつくことは，山地におこる

災害は，ことごとく花闘岩の上に現われるという

ことである．そして，他の地質条件のところでは

一8一



仙、由川地イ川i映分丈一．工wl一・！ゴ川

きわめて少ないか，ほとんどおこらないとし・つて

よいハゲ山が，花闘宕地術ではリi1常に大きな位肚

を占めていることてある．花1舳I1山地に現われる

災害の特異性は，ハゲ山にあるといっても過、jて

はないほど，これは．重婆なものであつて，ハゲ川

をのぞく他の山ル災害は，いずれも化M岩に眼る

ものでぱないという意味で，ハゲ山のllj」拙をさけ，

花蝸岩山地の災害問脳を論ずることは無意味であ

るといつてよいかもしれない．

　　3．1　ハゲ山
　ハゲ山という表現にあてぱまるような，！1」地の

荒廃状態をおこす地質は、花1〃撒のほかにつぎ

のようなものがある．

　　石英はん岩

　　西南H本外帯の新第三紀の1郁

　　和泉砂岩層の1部

　　占生層のチャートの1部

　このうち石英はんむは兵庫県から1＋咽地方に広

く分布し，花脳岩類とともに，特異なハゲ山地併

を造る．花蝸宕類のハゲ山とぱかなりちがったも

のであるが，面積的には広いことが注意される．

この岩石は最近まで，花蝸篶類に伴う火成ギと考

えられていた．しかし，戦後もこの数乍来，巾生

代，白距紀の凝灰岩類であつて，いわゆる溶結凝

灰岩とする考え方が支配的である．中部地方では，

濃飛流紋岩とよぱれ，やはり白姐紀の噴出判、あ

るいは火山岩類としてとり扱われている．花鮎閉

類と対比しながら，この型のハゲ山にもふれるこ

とがあるかもしれないが，その場合には，石英は

ん岩という在来の呼び方をその’まま使パjしたし・と

思っている．

　さて，花闘岩山地のハゲ山は今］そσ）分布はき

わめて小さく，標本的といつてよいほどのものが

滋賀県冊」二山付近，1刈山県字野市玉島付近にわ

ずかに残っているだけである．しかし，昭和初則

にぱ，岡山市の周辺の花1点閉山地はほとんどハゲ

ていたといつてよいし，瀬戸内海沿岸には大榊積

にわたつて分布してし（た．明治時代にはじ’まる治

山治水，とくに緑化事業に」：つて，今1」，ほとん

どアヵマソ林となつて保安林に綿人されている．

明治時代に米国へ移住した広島県人が，昭和初期

に帰国し、山が緑におお・われているのを見て，ま

ず驚いてしまつたことが語り伝えられているが，

明治時代の刺玉1地方の花蝸岩山地は，ほとんどハ

ゲ山であつたと考えても，大きなあやまちをおか

　　　’／〃（　2　州山リJい三仰市1三Wイ舳川

　　　　　　　　のハゲ山

さないてあろうといオ）れて1ハる．化11い’：のハケ］」

が今1iほとんど緑化されているのに対し，右拠は

ん讐のハゲl1．1び）緑化は困難であって，咳だかなり

広人なハゲ山が兵庫県刎11路市付近から，1い岨地ノ∫

に分仙している．

　花閉与’jの柵類に．ヒムハゲ山の什成にはあまり拷

しいちがいは兄られない」二うである．峨向として

は，巾小代木〔巾紀の花閉ギ，すなわち“広鳥花

1点川”の山地に多く，これについで触家帯σ）もの

に分布し，新第二紀巾榊川の花閉汽の山地には少

ないように思オ）オLる．　しかしこのことはf頃向とし

て，忍められ・亡うに．忠われる秋度であつて，それ以

上強調することは危険てある．ここでは花蝸宕類

σ）マサヘの変質が宕仙（よって，ど／）ように柵違

するかという問題ともあわせて，将来の研究課魎

として圭・きたいと思う．

　ハゲ］」の成内，つまり成、τの，過得はどのような

ものてあるかという閉1担について，従来一一般に広

く信ぜられた考えは，いわゆる山林の乱伐である．

っ珪り山林を糺伐し，幼令樹から落集までかきと

ってゆくために，山地がハゲるというのである．

もちろん長い乍月にわたつて，このような略奪が

くりかえされる紬火てある，という考え方である．

・そしてこの考え方が，1683年から1687年にわた

る河村端軒の淀川改修と糸．㌧びつけられ，現在の治

山治水σ）概念が構成されるのである．端軒の淀川

改修は伏見から大阪に至る淀川の舟運を閑くため

に，堪府の」命をうけてなされた⊥事であるが，こ

のころ，淀川は流1い二砂のために水深が浅くなり，

舟の運行に不者5合がノたじたび）で，これを解決する

ことがに捜な目的であつた．改修⊥箏にとりかか

るとともに，柵軒は．」二流川地の崩査をはじめ，流

出．止沙の供給源として，木津川流．城の花喘岩のハ
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ゲ山と，大戸川流域のハゲ山に着目した．そして

これらの山地から流出する土砂を防ぐ必要を強調

し，1684年には，ハゲ山地帯に植林を行なった

1＝とが伝えられている．これが後に’治水在治山’

の論理を生み，やがて水害発生の山林乱伐説へと

展開するのである．このような過程をへて，花嵩

岩山地のハゲ山が，治山治水の論理の展開にはた

した役割りば，誠に大きいといわなくてはならな

いであろう．

　しかし，ハゲ山と治山治水の結びつきの間には，

いくつかの矛盾があり，不自然さがある．まず，

ハゲ山の成立に対して，山林の乱伐がどのような

役割りをはたしたかとし（う点にっいて，実証的な

資料がぱなはだ少ないことがある．もちろん，ハ

ゲ山の成立に山林の乱伐ぱ無関係であると主張す

るつもりはないが，かつて昭和の初期まで広大な

面積を占めたハゲ山が，山林の乱伐という，ただ

それだけの理由で成立したものかぜうか，疑わし

いぱかりでなく，山林の乱伐ということ自体が，

なにを意味するかにも不明な点が少なくないよう

に思われる．ここで，これらの問題に深く立ち入

ることは本旨でなし（から，詳しい論議は別の機会

にゆずるとして，最も重要な問題点だけを指摘す

るならば，山林の乱伐というような，生やさしい

行為だけで，はたして花崩岩のマサが，地表にむ

き出す状態になるかどうかということである．ハ

ゲ山は花崩岩のマサに現われる特異な荒廃状態で

あるからである．どうしても，もっと強力な人間

の行為が加えられて，はじめてハゲ山の成立が可

能ではないかと考えられるのである．そのような

行為として見のがしてならないものが，砂鉄の採

掘と傾斜畑の開発である．この二つはともに，花

崩岩のマサ地帯において，すでに古墳時代にさか

のぼつて現われ，ごく最近まで行なわれたものであ

り，傾斜畑の耕作は，今日なお，瀬戸内花描岩地

帯の各地で行なわれていることは，周知のとおり

である．

　　　3．1．1　砂鉄の採掘

　まず砂鉄の採掘について以下宮本氏の所論をみ

よう．（宮本常一1中国地方の山々一荒れはて

た山河の歴史一，水利科学，第4巻，第1号，

昭．35．4，R156）中国地方の山中で砂鉄がほ

られた歴史は久しい．東ぱ兵庫県の西部から，鳥

取・岡山・広島・島根・山口へかけての山地一帯

で，海岸地方にも砂鉄採取はおこなわれたらしく，

山口県大島の古い地名に鉄釧原や鍛治免の名を見

いだす．砂鉄は花商岩の崩壊土の中に多く含・まれ

ている．花崩岩の崩壊±は多くの石英粒を含んで

いて，砂土または砂壌土が多く，流亡しやすい性

質をもっているが，その中に多分の鉄（磁鉄鉱）

を含んでいる．　「古来の砂鉄製錬法」によると，

砂鉄には真砂小鉄と赤目小鉄の2種があり，真砂

は山陰地方に限られ，しかも伯者大山の西側から

山雲をへて，石見丸瀬山までの問に多い．赤目ぱ

中匡1一般に産出する．

　こうした砂鉄を含有している岩石（花闇岩）は

多隼風雨にさらされているために，中に含まれて

いる長石が土壌化してし（る．たとえ岩石の重まで

あつてもきわめてくずれやすいものに在つている

（花商岩のマサ）．こうした岩石や土壊をくだき，

また掘取って流水にながし，石や砂をとりのぞき

つつ，最後に沈殿した砂鉄をとり（いわゆる猫流

しによる選鉱），製錬場，すなわちタタラに運ん

で製錬するのであるが，こうして山地で得たもの

が山小鉄であり，河底に堆積したものが川小鉄，

海辺の砂中から得たものを浜小鉄といっている．

そして産額のもっとも多かったのは山小鉄であっ

た．この山小鉄のとり方について見ると，砂鉄を

多く含んでいる山を見かけると，重ずそこを掘っ

て砂をくずすのであるが，〈ずした砂を流すため

に流水を必要とし，たいていは遠い谷間から山の

中腹を延々として水路をつくつて水を導いてくる．

それが2里～3里にわたつているものも少なくな

い．そうでない場合は山中の谷間をせきとめて池

をつくり，その水を利用しているものもある．そ

してこの山中に多く見られる円丘をこの水路が，

二重三重に帯のようにとりまいてつけられている

ものもある．今は草木もしげってその水路を遠く

から見ることは困難に在ったところが多いが，所

によつては水路付近が採草地になつて，いまは水

田のかんがい用水路に利用せられているのを見か

けるところもある．

　鉄穴師たちは，この水路に立ち，砂鉄を含む土

や岩石を大き左つるつぱしで掘って流水の中へ拾

としいれた．すると，土砂はそこから水の力で下

流へ拾しながされていく．その途中で，大きな石

ははね，また，鉄分を含まなし（上層の土砂（高陵

土化した風化土）は流水を利用してわきへ放出す

る．下層（マサ）の鉄を含んだものは沈殿池へみ

ちびかれる．そしてそこでも軽い泥土は水中をか
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きまわし，浮き立たせながら外へ流しすてるよう

にして，しだいに鉄分の品位を高めていくのであ

る．こうして鉄分を含む山は次々に拙りおこされ

ていったものであるが，その鉄穴場のあとを中国

山中いたるところで見ることができる．ことに姐

新線の西城から東城にいたる尚の小奴可付近でぱ

吏窓からも，多くの鉄穴場のあとをみる．それら

の丘はすでに掘りつくされて，もう掘ることので

きなく在ったギぱかりの基盤か，または鉄分をほ

とんど含まない部分がの1二され，そこが草地にな

つているものもあれぱ，’また畑になつているもの

もある．何かそぎとられて，やせこけた感じがす

るので，一目見て，大ていそれとわかるのである．

鉄道沿線からさらに山中に入ると，このような景

観はもつとも顕著になる．

　ではこれら鉄穴の数はどれほどあつたであろう

か．前記の小奴可を含む東城川流域には延宝8年

（1680）には267を規定し，また松江藩の記録に

よると，斐伊川上流の仁多部だけで65か所の鉄山

があり，鳥取県臼野川流域には天保10年（1839）

に232あり，年間300万貫の砂鉄を採取したとし（

う（日本産業史大系，中国四国編，中国山脈の鉄）．

重た三次付近には93の鉄山があったと「三次方御

鉄山業旧記」にある．そのほか，数は明らかでは

ないが，兵庫県西部，岡山県西大寺川流域，旭川

流域，高梁川上流の阿哲郡地方，鳥取県千代川流

域，島根県江川流域などにもきわめて多くの鉄穴

をかぞえたであろうと思われる．・またこれらの鉄

穴から生産せられたる砂鉄を製錬するタタラ炉や

鍛治屋の跡もおぴただしいものがあつたと想像せ

られる．い重その跡について見ると，鳥取県では

千代川流域18，日野川流域32，その他の川の流域

10，合計60をかぞえる．また岡山県の西大寺川・

旭川．高梁川流域には50か所をかぞえる．

　ところで鉄穴場というのは，岩石・土砂を掘り

やすくするために立木を切り，山はだをあらわし

た場所のことで，つまり．立木を切り，表土をのぞ

いてマサをむき出したものである．このことが，

花崩岩山地のハゲ山をつくるのに，大き左役割り

をはたしたことはし（うまでもあるまいが，さらに

下流に土砂を流出して，さまざまの問題をおこす

ことになったのである．

　たとえぱ宍道湖のごときは中世以前にぐんぐん

埋まっていったが，口碑によると，宍道湖と大社

の町との問の水路はもとはもつと広いもので，海

水を通じていたといわれる．そして土砂の桂積の

ために中世末にはほとんど埋まつてしまい，デル

タはしだいに宍道湖畔に成長していつた．そこで

当時松江城主であつた掘尾吉晴は，斐伊川上流で

の砂鉄採取をとめたのである．宍道湖が砂で埋ま

ってしまったのでは，防衛上大きな支障を生ずる

からである．これは松江に限らず，広島でも同様

で，浅野氏は寛永10年（1633）に城の堀が埋ま

るからとの理由で，大剛11流域での砂鉄の採取を

とめ，幕末までそれが続いた．また上流での砂鉄

採取による土砂の流出が，下流の村々で問題にな

った例は多い．その流域にもつとも多くの鉄山を

持つていたと見られる高梁川では，上流と下流の

問に深刻な争いをくりかえしている．このような

争いは，この川の流域に多くの領主の領土が入り

交じつていて利害が一致しなかつたことにもよる

が，下流地方における洪水のひん度とデルタの発

達は年を追って多くなり，安永5年（1776），下

流の備中窪屋，都宇，浅口，下道，児島など諸郡

の村々は連合して，上流の備後奴可郡，備中阿賀，

哲多郡の村々を相手に，鉄穴場の期問短縮，鉄穴

口数制限を要求してきたが，山中ではこれらの声

に耳をかたむけなかった．

　山問地方ぱ高冷地であって，冬は寒くかつ長く

稲の収穫の終わつたあとは，農民たちはきそつて

鉄穴掘にしたがい，生計の資を得たものである．

したがってこの交渉の妥結は容易でぱなかったが

増口しないということで紛争は落着した．しかし

その後もいっこうに約束ぱ守られず鉄山は増加の

一途をたどり，土砂の流出ぱやまないために，弘

化2年（1845）再び紛争を拾こして備後側の東城

川流域は267口，備中側の落合川流域は69口で，

以後増口しないということで落着を見た．このよ

うな問題がある一方，高梁川の下流におけるデル

タの発達には目を見張るものがある．近世初期に

は倉敷は高梁川の川口の港であり，幕府は高梁川

流域の天領の米をここにあつめて江戸に送ろうと

計画した．倉敷市はこうして発達しはじめるが，

当時児島半島はなお島であり，倉敷の町人の多く

は児島から移住したものであつた（ある凡人の記

録）．しかし現在の倉敷の町は内陸化してし（る．

　宍道湖なども，湖畔のデルタσ）発達ぱ目ざまし

かつた．堀尾氏がほろぴて，松平氏が松江に入つ

て以来，砂鉄採取は再ぴゆるされ，以後土砂の流

出が目立って多くなつてくる．洪水のひん度が大
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きくなり，土砂が良田を埋める．川の堤防を高く

してもすぐ川床が上つていく．そこで下流の住民

はしぱしぱ上流における鉄穴掘の停止を願い出た

が，藩としては鉄山経営による収入ぱ大きいので，

たやすくこれをきき入れることはできず，むしろ

下流に新川をつくつて水を分流させることを計固

して，天保2年（1831）にこの工事を完成した．

そしてそれから30年の間に川口付近に20町歩の新

しい土地ができ，さらに62年のうちに，新川が

1，380間（年問40mののび）も延長したという

ことである．これをみても，いかに土砂流出が目

ざましかったかがわかるのである（松江藩の経済

史研究）．

　高梁川や宍道湖のように，土砂が桂積してデル

タの発達する余地のあるところは，それによつて

新田開発が可能であったが，川口付近の湖流のぱ

げしいところでは，流出した土砂は潮流のために

他へもち運ばれる．江川・日野川・天神川・千代

川在どはこの例で，とくに日野川・千代川はしぱ

しぱ大きな洪水をひきおこし，千代川では藩政期

中に43回の洪水にみまわれている．そして海岸に

デルタの発達はみられなかつた．この土砂ぱ在ぎ

さにうちあげられて巨大な砂丘をつくりあげたの

である．もとより，この海岸の砂丘の歴史は古い．

彌生時代以後の遺跡のいくつかが埋もれている．

その中には砂丘発達以前の遺跡と見られるものが

多し（．つまりこの海岸の砂の堆積は，ここに人が

住みはじめたころ以後から，ぐんぐん見られてい

つたものであると推定されるが，そのような傾向

は中世以後，とくに顕著になった．

　　　3．1．2　製鉄燃料

　鉄穴掘が中国地方の山々を荒廃せしめ，花崩岩

のハゲ山がふえる一方，掘りとつた砂鉄を製錬す

るためにまたぼう大な木炭を必要とした．砂鉄

140駄（3，360貫）を製錬するのに1万貫の木炭

を必要としたという．1万貫の木炭をつくるため

には，1町歩500石余の蓄積をもつ雑木林を伐採

するとして，1石大体10貫の木炭がえられるから，

1町歩5，O00貫となり，2町歩の山林を必要とす

ることになる．ところが島根県飯石郡吉田村の田

部家のごときは，明治中期27，000駄の砂鉄を製

錬したというから，380町歩ぐらいの山林を伐採

したことになる．

　砂鉄製錬には鋼をとる鍋＝押（けら拾し）と鋳鉄

をつくる銑押（ずくおし）があり，鍋押が3日，

銑押が4日を要し，これを1代（よ）とよぶ．

「中国山脈の鉄」によると1代に使用する砂鉄は

3，000～4，000貫で，木炭もこれとほぼ同じほど

の量をつかつたとあるが，それによつて銑約

1，000貫を得たというのであるから，前記の砂鉄

140駄に対して木炭1万貫を要するというのは製

錬した砂鉄をさしているのであろう．そして一つ

のタタラは1代使用すると，解体してあらたにつ

きな倉さねぱならず，タタラを粘土で築造して，こ

れを乾燥させるために1，000頁余の薪を用いる．

こうして1年に50～60代の製錬をおこなうから，

仮に年問60代の製錬をおこなうとしても，タタラ

の乾燥用に6万貫，製錬に24万貫，計30万貫，面

積にして60町歩内外の山林を必要とすると推定さ

れる．もとよりこれはかなり過大に見積もったも

のであるが，仮にこの半分の面積と見ても30町歩

が切られることになる．

　ところが鳥取県日野川流域のみで，安永9年

（1780）にタタラが19か所あつて，ほぼ130万貫

の鉄が産出され，800町歩くらいの山林が伐採さ

れてし（たと見られるから，他の諸川の流域に拾い

てもタタラの数に応じて山林伐採がなされたはず

である．

　こうしてタタラで製錬されたものはまだ鉄とし

て使用することはできない．さらにかじ屋の手に

かけてこれを使用できる鉄にし在けれぱならない．

こうしてかじ屋の数がまたタタラの数以上に存在

していた．

　タタラの木炭は遠方から運ぶことがあったが

（といつても遠くて2～3里のところである），

かじ屋の場合ぱ，その日に焼いた炭をその翌日は

使用することにしていたので，朝，山へいって木

を切りこれをこまかに割って炭にやき，その日の

夕方には背負つてかえつたものである．かじ屋1

丁場には職人7人，炭焼15人が普通で，1人1日

刎貫近い木炭をやいたから，日々300貫くらいの

木炭を消費することになる．したがつて，これも

年問1万貫内外の木炭を消費する．この方は木炭

ができるだけ小さいものであることが条件とされ

たので，雑木ぱできるだけ小さいもの，すなわち

10年生以内の林が利用された．したがって山林面

積はタタラ用の炭に比して倍加したのである．こ

のようなかじ屋の数は，鳥取県日野郡でぱ享和元

年（1801）に27，広島県奴可郡では文政2年

（181g）に38，同山県郡では安永6年（1777）に
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22と在つて拾り，島根県仁多郡には4あつたとし（

う．おそらく，その他の地方を合すれぱ100をこ

えていたと思われ，かじ屋用の木炭をつくるため

にも6，O00町歩をこえる山林が切られたことにな
る．

　鉄穴付近には樹木をたてなかったことと，タタ

ラ用，かじ屋用の木炭生産のために年々1万町歩

をこえる山を切つていたとすると，砂鉄製錬地帯

の山地がどんなにひどくあれていつたであろうか

が想像されるのである．

　したがって，タタラやかじ屋はできるだけ樹木

のよ＜茂ったところを利用して，そこに工場をた

てたのである．だから鉄穴とタタラ，かじ屋は必

ずしも一つ所にかたまつて存在していたとは限ら

庄い．広島県可計の可計氏のごときも，砂鉄は石

見で採取したものを馬の背につけて運んで製錬し

ていたし，津和野地方では，江川流域の砂鉄を川

舟で川口の江津まで運び，そこで帆船につみ益田

に運んで，さらに益田川を川舟でのぼつてタタラ

場へ持つて来たといわれている．1二うしてタタラ

やかじ屋は概して樹木のよく茂るところにもうけ

られていたが，それでも樹の切り方がはげしかつ

たために山は見る見るうちに丸坊主になっていっ

て，そのため，タタラは転々と移動したという．

だから広島県比婆郡高野町の山中など，いたると

ころにタタラのあとがある．そして鉄かすが丘を

左しているところさえあるが，いつかその上に草

木がはえ，山にまた木が茂つてくると，タタラ師

たちは再ぴそ1二に来て仕事をしたようである．そ

して，前にいた者と，あとから来た者の問には，

何らのつながりもなかつた場合が多い．

　っまり砂鉄は花商岩のマサから採取され，製錬

用の木炭の製造には，花簡岩以外の地質の山地が

用いられたことがほぼ推測できる．いわゆる石英

はん岩の山地の特異なハゲ山，というより玉荒廃

は・あるいぱこのような木炭のぱげしい製造と関

係があるかもしれない．そして中国地方を通じて，

花崩岩と石英はん岩をのぞけぱ，同じように，製

炭その他の目的で山林の乱伐が行なわれたと考え

なくてばたらないが，いわゆるハゲ山の状態は現

出しなかったことが注意されるのである．

　日本における主要な製鉄地帯は中国地方のほか

に・北上山地がある．ここでは鉄鉱石ば砂鉄で友

く，スヵルン型式の磁鉄鉱の交代鉱床であつて，

徴量の銅を含むことが多く，したがって，鉄の質

がよくない．南部鉄ぴんの原料として有名である

のでも，鉄の質がよくないことがわかるであろう．

中国地方では木炭の産地，つまり森林の多いとこ

ろにタタラ炉が築かれ，砂鉄がこれに送られてき

たが，北上山地では木炭が牛の背にはこぱれて，

鉄山のタタラ炉に送られてきた．製鉄用のぼう大

な木炭が，北上山地の各地から集重つたといわれ，

鉄山近傍の山林は盛んに伐採されたようである．

明治中期にはタタラ炉による製鉄ぱ行なわれなく

なり，木炭の生産ぱ一時おちるが，宮古線の鉄道

の開通前後から東京方面の消費ののぴに刺激され

て，再び製炭事業が活況となり，主要な木炭の生

産地帯を形成していた．この意味で北上山地の木

炭生産は，古い製鉄とともにおこり，製鉄事業が

残した産業として注目される．しかし，北上山地

にはこの製鉄事業による山地の荒廃はほとんどみ

られず，花崩岩の上にも，ハゲ山の出現はなかっ

たようである．

　　　3．1．3　焼畑・伐畑・山畑・採草地の問題

　ここでもう一度中国地方に話をもどそう．．鉄穴

場付近には樹木をたてなかったことから，そこが

採草地として利用された．むろん鉄穴場になる以

前には，そういう場所ぱ草刈場であるか，重たは

切畑であったところも少なくなかった．天和2年

（1682）の文書に，出雲飯石郡吉田村の菅谷とい

うところは伐畑をさかんにつくっていたところで

あるが，鉄山になって後も，山の二分通下は伐畑

をゆるされて拾り，そこに野火をいれるときぱ村

中の者が出て山火事にならぬようにしたとあり，

また山の高い所ぱ草刈場になっているが，立木も

あるからとて山焼を禁止せられている．

　しかし，元禄4年（1691）の文書には，この停

止も大して効果たかったもののごとく，「鉄山の

うち山畑新開を勝手次第にして，鉄山の立木ある

所まで焼払つて大分開き，山がひどくあれて，砂

鉄を掘るのにかえって迷惑をしているとし（うこと

であるから，去年の春から，鉄山の分の山畑を開

くことはかたくとめる」と再度禁止している．し

かし，これぱなかなか守られにくかったようで，

寛政7年（1766）の藩からの布達にも「仁多・飯

石両郡の鉄山のうち，数度も焼失して難儀してい

るものがあるが，それをしらぺて見ると，百姓ど

もの仕業と見られる．というのば，焼けた跡で勝

手に草や笹を刈りとり，また牛馬を放牧している」

と農民の計画的在山焼のおこなわれていたことが
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察知せられる．つ’まりどのように禁令を出して見

ても採草によい上地があるとなると，農上辻たちは

これを見すごすはずはなく，藩も鉄山の一部を採

草地として使用することをみとめざるを得なくな

り，享和3年（1801）の「仁多郡村々柴草刈取候

一途」によると6か所の鉄山内で柴草夏草，薪を

刈取るぱかりでなく，切畑をお・こないソバ・アワ・

クマコをつくることを強制されている．

　これらの事実は鉄穴場，すなわち鉄鉱の採取地

帯と切畑，つまり傾斜地農業地や採草地が競合し

たことを意味するものであつて，花闘岩のマサが

畑地拾よぴ採草地として，好んで利用されたこと

がこれでわかると思う．そして今日瀬戸内海沿岸

で見られる事実は，花崩岩のマサ地帯には傾斜畑

の開発がよく行なわれているが，他の地質岩石の

山地では，それがほとんど見られないということ

である．花崩岩の上では土壌浸食がはげしく，浸

食の結果深部のマサが露出し在い隈り，耕作が容

易であり，生産も比較的高い．ところが他の地質

岩石の山地では耕作が困難で，生産が意外に低い

ことが，上述したような結果となって現われるの

であろう．このような知識をもつて中国地方を眺

める在らぱ，徳川期においても，傾斜畑の開発禾1」

用は主として花商岩の山地に行なわれ，採草地拾

よび薪炭材の採取は花陶岩山地ばかりでなく，他

の地質岩石の山地においても行なわれたと考えら

れる．その結果，都市およぴ農村に近い石英はん

岩の山地は，はげしい採草によって，今日のよう

な著しい荒廃をもたらしたのではないかと思われ

る．そして古生層などの水成岩でできた山地では，

特別の岩石の上でたいかぎり，採草およぴ薪炭の

乱伐は同じように行なわれたであろうが，花嗣岩

や石英ぱん岩の上に見るような，はげしい荒廃の

状態は現われなかつたといえる．

　　　3．1．4　薪炭の需要の増大

　瀬戸内海沿岸には奥地の浅い山林に比して，薪

炭の需要がとくに大きかった理由として考えなく

てはならないことが二つある．一つは徳川期にお

ける都市の急激左発展である．たとえば岡山，鳥

取，広島などでは，藩の命令で薪炭を出荷させて

いる．旭川，千代川，太田川などにこの例がある．

1また製塩業者が多かった．延享のころ（1744～

1748）すでに1，700の業老がおり，宝暦年問

（1751～1763）には2，000に達した．しかし徳

川時代に，製塩の燃料として，北九州の粗雑なコ

一クスがすでに使われてし（ることは注意する必要

があろう．

　　　3．1．5　ハゲ山に関する諸問題

　重えにも簡単に述ぺたように，ハゲ山を中心に，

わが国の治山治水の問題は展開されてきた．そし

てこの問題については河村瑞軒が1683年から87

年にわたり，淀川の改修工事を行なったときにさ

かのぼつて，検討されるのが普通である．淀川を

治めるのにぱ，どうしても上流山地，ことに木津

川流域と大戸川流域の花胸岩のハゲ山を治め，そ

こから流出する土砂を防ぐことが必要であるとし

て，1684年には，ハゲ山地帯に植林を行たつたと

いわれていることは前にも述べた．これが「治水

在治山」の論理を生みだす起源であるとされてい

る．淀川の場合，瑞軒の改修工事の目的がなんで

あったかが大きな問題であって，この点の検討を

必要とし，治水といつても，はたして洪水防御が

中心課題であったかどうかは，当時の淀川流域の

土地利用から考えて，疑問がないわけでぱない．

舟の通路の開削が，改修の主要な目的であって，

洪水防御ぱ第二義的なものでぱなかったかという

疑いが大きいのである．

　ところが岡山・広島・山口諸県のハゲ山の治山

緑化ぱ，常に必ずしも河川の治水と結びつけて，

とり上げられてはいない．前にも書いたように，

旭川・千代川・太田川では徳川期に水害のひん発

をみ，幕末になるといよいよはげしくなるけれど

も，このことは，ハゲ山地帯以外の河川について

も同じであつて，上記3川に限つた現象では庄い．

むしろ徳川期を通じてちゅう積平野の開発がすす

み，中期以後になると，さらにデルタ地帯の開発

と整備の段階にはいることが，ド流部の水害がひ

ん発する最も大きな理由であって，ハゲ山がこの

過程に対して，何んらかの役割りをはたしたこと

は否定しないとしても，ハゲ山を第一義的に重要

な原因であるとすることには問題がある．

　ハゲ山の治山緑化がとり上げられる過程を見る

と，まず，ハゲ山地帯の農業の安定という，農民に

とつてごく身近な，切実な問題として出発してい

る．ハゲ山地帯は山間部まで水L日の造成がよく行

在われて春り，ため池かんがいに依存するものが

多い．また段畑が発達するところも少なくない．

時には異常に大きいがし（すい（おそらく砂鉄採取

によって人口的に形成されたものでぱないかと思

われる．）が発達し，その上にしぱしば段畑が開
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発されてし（る、そしてこれらの農地は，ハゲ山か

ら流れだす土砂の被害をうけるのである．ため池

や用水路は降雨ごとに埋没し，水田にはマサ土が

流入するというように，ハゲ山地帯の農業が1二う

むる直接的な被害は，幕末から明治時代にはいよ

いよはげしく在った．このような災害は常習化し，

背後の山地がハゲ山である限りはたえないから，

その結果は農業の荒廃をもたらさずにはいない．

この農業の荒廃を防ぎ，ハゲ山地帯の生活を安定

させたいというのが，ハゲ山の治山緑化に対する

根強い要求であったのである．

　このことは宇野円三郎（1834～1911）にっ

いて見るとよく埋解できる．彼は岡山県における

治山治水事業の先覚者であるとともに，ハゲ山の

緑化事業の展望を論ずるさい，河村瑞軒についで，

引き合いに出される先覚者である．旭川（この流

域にはハゲ山はごく少ない）・高梁川・吉井川の

治水は，上流山地の荒廃を無視して考えることは

できをいというのが，かれの思想であつて，終生，

土砂拝止の必要を熱心にといている．しかし，土

砂秤止を治水にむすぴつける思想の発展は，かれ

の事業を追つて見ると，中期以後の発想であつて，

時代的には明治10年ごろから後である．それ以前

は，山地の荒廃，とくにハゲ山と高梁川・旭川・

吉井川庄どの河川の荒廃を，直接むすぴつける考

え方はもつてい在い．

　円三郎は天保5年岡山県和気郡鶴山村福日の旧

家に生れた．父万介は文久元年までω年の間，村

役人の位置にあつたが，彼もまた，嘉永4年，18

才で福田村の名主となり，明治11年まで，28年問

にわたって名主として在職した．福田村は吉井川

の下流左岸側にある小さ友農山村で，山地は花陶

岩・石英はん岩でできている．そして山地の荒廃

がはたはだしく，文化文政のころにぱとくに干ぱ

つがつづき，年カ不作を重ねて，地元の困窮はひ

どく，拾もなため池や河」11堤防が破壊され，耕地

は流失して，村民は生活の途を失つてしまうとい

う状態であった．円三郎はこの窮情をっぎのよう

に藩主にうつたえている．

　「かくのごとく毎年干ぱつ多きに，一朝降雨水

ある時は，たちまち捕充の土砂を耕地に流入し地

味は疲庸し，収穫は激減す．このまま等閑に欄け

ぱ亡所に及ぶぺしと，円三郎は在はだ苦慮す．あ

まつさえ年々の不熟にて村民の睦嘆せるを措くに

忍ぴず，指向き毛見を上願しその他種々救済の手

段を尽くせるも，地味を肥沃せしむるにあらざれ

ぱ村勢の恢復は期しがたきをさとり，毛見を止め

て毛見代加損米58石余を年々下与せらるることを

懇頗せり．1二の時円三郎名主勤務中散田興起肝煎

役（組合15ヵ村に関係す）兼務を申付けられ，彼

此考案中右の毛見代鴉石余を今年10か年下附せら

るれぱ，福田村ぱ無散田に取計うぺき旨奉行所へ

具申せり．これは抜群の申出なりとてすみゃかに

採用となり直ちに下役人の出張にて散田の実地踏

査の上，地所の差別を実行せらる．散田の片付に

ついては領内の最初にして，村民興起の端緒と在

れり．各種の方法中土砂粁止の必要を村民に論じ，

重ず試みとして村内男子15才より60才までの者ぱ

残らず，生命を存せる冥加の義務として無賃にて，

毎春1人2日ずつ5か隼間出夫すぺきことを約せ

り．拝止3か年後にては山林未だ繁茂せざるも±

砂流出の災無きにより，その後は土砂拝止を中止

して，落葉採取を禁ぜり．この実状にて村民は土

砂拝止の有益なるに疑を容れざるに至れり．」

（宇野円三郎記）

　このよう左努力を続けた結果，福田村の土砂粁

止工は軌道にのり，村勢も生気をとりもどしたの

で，明治11年，名主制の変革を機会に，円三郎ば

村役人の職を退いた．

　以上のように，円三郎のハゲ山に対する見解は，

福田村の農業の安定にその焦点があったのであり，

吉井川の治水との関係については全く問題にして

い左い．そして・明治13年9月の高梁川の大水害

は，かれのこうした思想に大き在変化を与える重

要な契機であった．このころから，河川のはんら

んの原因ぱ，近来しきりに山林を乱伐し，そのた

めにハゲ山がふえたからであるという，いわゆる

水害発生の山林乱伐説をとくことになる．明治15

年4月，岡山県令高崎五六に「治水建言」を提出

し，“治水の要ば、土砂粁止の法を設けて河水深

浅の度を失わざらしむるより先なるはなし．

　　とし（って，福田村におけるハゲ山治山の効果

をといている．しかし治水建言の中で，山林乱伐

一般については全くふれず，もっぱらハゲ山の問

題を論じているが，このことはかれをとり重く風

土と，そこに根をもつ発想法として理解する必要

があろう．そして明治15年11月25日，岡山県土木

掛雇と凌っているが，かれの治山治水，ハゲ山緑

化事業はこれを機会に大きく発展する．

　明治16年1月「岡山県砂防工施行規則」の発布と
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ともに，砂防工事の急を要する旭川流域の津高郡

田地子村，高梁川流域の下道郡久代村，上房郡巨

瀬村，賀陽郡見延村19か村を県直営の砂防工区と

定めて工事に着手している．明治似年78才で死去

するまで，その生涯を貫いたかれの事業とその思

想は，治山治水というよりも，ハゲ山地帯の土砂

粁止にあったといえる．このことは，円三郎の治

水の背景が花崩岩のハゲ山にあったためであって，

治山治水の歴史的展望を試みるとき，忘れてなら

ない大切在問題であろうと思われる．

　明治13年の高梁川の大洪水は，湛井堰の付近で

堤防が破壊され，十ニケ郷用水に沿って，吉備の

平野にはんらんしたものである．湛井堰ぱ高梁川

が吉備平野に流れだすところにある取水堰で，日

本における最古の用水取水堰であり，十ニケ郷用

水は，かって高梁川がこれを流れた流路に当り，

これに沿って造られた用水路てある．したがって

湛井堰のところは高梁川の最も弱い急所であり・

洪水が十ニケ郷用水に沿つてぱんらんするのは・

高梁川がかつての流れにもどることである．また・

高梁川の沿岸は小藩の領有であった．したがって

強大な堤防を造って万全の治水を期待することは

不可能である．明治時代の1日藩による堤防は，ま

ことに貧弱なもので，このことが明治13年の大水

害の大きな原因であつたといわれている．湛井堰

のすぐ上流に池田村のハゲ山地帯があって，旧賀

陽郡見延村がこれであるが，ここは宇野円三郎の

土砂粁止工事としてよく知られたところてある．

このハゲ山地帯が，高梁川の大洪水と結ぴつけて，

しばしぱ引き合いに出されることを，ここで付記

しておきたい．

　宇野円三郎の土砂粁止事業は，岡山県の単独の

事業であつたが，その後，これは国によつてとり

上げられる．そして兵庫県西部から中国地方では・

緑化事業はまず山問部からはじまり，ほぼ山陽線

沿線までの問は，明治から大正時代に行なわれ，

昭和初期にはほとんど完成していたようである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表

工事そのものは完成してし（たといえ，岡山市の周

辺の花南岩山地は，昭和の初期’まだ完全なハゲ山

の状態であった．山問部には広島県の大田荘，岡

山県の上竹荘，下竹荘在ど，条理制と荘園のよく

発達した盆地が多い．このような盆地の花商岩の

山地ぱ，古くからハゲ山を形成し，そのため・盆

地の農業は不安定たものであったらしい．このこ

とが，これらのハゲ山の治山緑化が熱心に要望さ

れる大きな理由であったことは，福田村の場合と

同じである．

　ところで花崩岩のマサぱ，地表に露出したぱか

りのときには，比較的堅いものが少なくない．も

はや岩石とぱいえないにしても，クワで簡単に掘

りとれるものではない．むろんそうでなし（マサも

あつて，深部でもやわらかい場合がたいでは友い．

また比較的堅いものでも，水をと拾す性質があつ

て，マサ地帯の谷戸には意外に水があることが多

し（．このような性質は，冬期間，地表に露出した

マサに霜柱を発生させる．だからマサ自体ぱ雨の

浸食作用に対して，そう弱いものではないが・冬

期の霜柱のために，表面はしだいにくずれやすく

なる．そのあとに降雨があれぱ，いわゆる土壌浸

食の現象がおこる．したがつて一度マサが露出す

ると，霜柱のために，植生の侵入がさまたげられ

る．マサの山地を放置すると，ほとんど自然復旧

が行なわれず，いつまでもハゲ山として残る理由

がこれである．

　　3．2　山くずれ
　花崩岩の山地が山くずれをおこしやすいことは・

古くから注意されている．たとえぱ明治40年8月

の豪雨で山梨県下に起こった山くずれについて，

渡辺為吉氏の行在った調査の結果を示すと表一1

のとおりである．

　つまり面積100町歩当りの崩壌地の箇所数は，

花崩岩の山地で最も多く，1またその面積（ただし

1か所の平均面積はごく小さい）も大きいことが，

これでよくわかるであろう．

　1

1　　　　　■　　　　　1■　　　　　　　　　　　　　　■■」川一　■　　　1

’
’I■1■止■I■■1■

一 面積100町歩に 同百分比
崩壊地の平均面 面積100町歩に

区分 対する崩壊数
（％）

積 対する崩壊面積
（箇所） （町歩） （町歩）

⊥　　1

花商岩 32 38 0．13 4．31

古生層 12 14 0．12 1．44

第三紀層 14 16 0．04 0．60

御坂層 4 5 0，08

安山岩 23
0．35172　」

■　一』　　　　　　一　　　　　■I　　　　1
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図一1 京都府南山城水害地地質図

　同じようなことはその後も，山地のくずれがお

こるたびに・各地で経験されているが，最近の例

としては昭和28隼8月15日に，京都市綴喜郡・相

楽郡から，三重県の阿山郡にかけて，木津川北岸

を襲つた局地性の豪雨による山くずれであろう．

このときの降雨は400mmをこえ，最盛期には1

時問雨量100mmに達したといわれる．この豪雨

によって多くの山くずれと山津波がおこったが，

木津川の支流和東川流域を中心として行左われた

調査結果について。地質と山くずれの関係をみる

と図のとおりである．和東川流域は古生層と花商

岩を主とし・領家変成岩が1部に分布する．和束

川上流の湯船村役場と童仙房の問の谷，拾よぴ花

闘岩でできた北大河原の山城谷に釦1二った山＜ず

れについて・地形・地質の関係を整理し，表一2

のような結果をえ，これよりつぎの結論を導．いて

いる．

表　　　　2

地　質 地　　形
層面節理面上に オタマジャク 山腹の 山脚の 数 平均山くず
おこる山くずれ シ型山くずれ 山くずれ 山くずれ れ間の距離

日刺11上流 古生層 30o～40。 2 1 3 660m
日束川中流 花闇岩 25o～35o 17 7 3 27 120

仙房／
古生層 〃 2 8 3 4 17 120
混合帯 〃 5 15 20 50
花闘岩 20o～30o 20 20 175

山　城谷 花闇岩 350～45o 2 88 90 33

（平均山くずれ問の距離：たとえぱ，平均660m歩くごとに，両側の幅約400mぐらいのぱんい内

に山くずれが1つあるという意味）

　（1）かりに，基盤の地質の他の条件が一様であ

ったとすれば・花嗣岩地帯の方が，古生層山地よ

りも，山くずれがおこりゃすい

　12）およそ20。以下のゆるい傾斜のところでは，

山くずれは春こりにくい．

　（3）　吉生層地帯でぱ，層面や節理面ですぺつて

山くずれとなることが多いが，花嵩岩の場合は，

これらと関係なくくずれる．

　そして南山城一帯に拾こつた山くずれは，いず

れも風化した表土，あるいは，その下にある半風

化状の岩石片が。豪雨によつて，一時に水で洗い

流されたためにおこったものであるとしているが，

これをもっと簡単にいえぱ，マサ地帯に拾こった

という1二とである．そしてこれらの山くずれのお

こった時刻は正確にはわからないが，豪雨後，半

時であるとみている

　ところが昭和26年に拾こった．ルース台風の豪

雨による山口県錦川流域の山くずれでは，以上の

ような傾向と逆になつている．錦川流域は古生層

（三郡変成岩類を含む）を主とするが，錦橋付近
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に島のようた形で花曲岩の山地が分布するし・岩

国市付近にも小規模の花闇岩がある．そして，古

生層の山地にぱ小さな山くずれがおびただしく発

生したけれども，花嵩岩の山地にはほとんど山く

ずれが在かったのである．その理由としては，花

闘岩の山地が丘．凌状てあるためかもしれないこと

が一っあげられるが，しかし丘陵状の山地にも，

他の地質のところ，たとえぱ石英はん岩などの上

では山くずれが尤・こることもある．だから地形だ

けでこれを説明することはむずかしいとして，こ

の場合には，集中豪雨の小地域的な特性という問

題も考えられるかもしれない．いずれにしても，

その理由はまだよ＜わからない．

　一般に豪雨による山くずれは，傾斜面の急在と

ころにも，ゆるやかなところにも拾こりにくいこ

とが，経験的に知られており，普通，30～40。の

ところに最も集中するとされている、そしてこの

1二とは，花陶岩の山地でもほぼあてはまるようで

表一31a） 大正10年6月筑後川拾よび矢部川流域の山くずれ

筑後川流域 矢部川流域
区　　分

箇　　所 面積（坪） 箇　　所 面積（坪）

20。未満 1 48 0 0
20。～35。 66 14，890 56 6，571

35o～40。 192 95，304 261 51，968

40。～45。 284 84，653 231 64，752

45o～55o 71 14，841 51 6，988

55。以上 0 O 1 100

表一3帖〕 大正11隼2月福島県海岸地方におこった山くずれ

総面積 崩壊面積
総面積100町 総面積100町

区　　分
（町歩） （坪）

歩に対する崩 歩に対する崩

壊数 壊面積（坪）
■

20。未満 0 0 O O

20。～35o 70 1，645 15 366

35o～40。 427 11，886 171 4，754

40。～45。 320 16，495 145 7，498

45。～55。 81 8，843 37 4，020

55。以上 0 0 0 0

表一31c〕　赤城山山く

　　　　　ずれの傾斜

　　　　　角のひん度

箇所数

30。以下 52

31。～35。 105

36。～40。 57

41。以上 6

表一31d〕山口県錦川

　　　　　流域の山く

　　　　　ずれの傾斜

　　　　　角のひん度

30。以下

3バ～40．
41o～50．
50。以上

箇所数

83

183
18

　3

ただし30。以下には30oが6箇所ある．

一18一



花闘岩地帯崩壊分類調査一小出

ある（表一3）．

　以上は豪雨による山くずれであるが，地震が大

規模在山くずれの誘因とをることはいうまでもあ

る言い．地震による山くずれに拾いては，地質と

の関係が多少複雑であつて，豪雨では山くずれが

拾こりにくい地質・岩石の山地にも，それがしば

しぱ拾こるからである．たとえぱ箱根火山の二子

山のようをドームは，豪雨でくずれるととは一般

には庄いといつてよいが，昭和5年u月鴉日の北

伊豆地震で，著しい山くずれが拾こった例がある．

こういう特別を場合をのぞけぱ，地質と山くずれ

との問には関係がある場合が多い．昭和24年］2月

鴉日，栃木県今市町を中心としておこつた今市地

震では、花崩岩拾よぴ軽石，火山灰でできた火山

噴出物の上に山くずれ，あるいはがけくずれが多

く，規模も大きをものが多かったが，古生層の山

地では規模も個所数も小さいものであつた．同じ

よう在経験は関東大地震のときに，丹沢山地でも

おこつている．大正12年9月1日の地震で，神奈

川県の丹沢山地は全国的に山くずれをおこし，そ

の面積は6，OOO町歩と推定された．丹沢山地は花

商岩と御坂層を主とし，酒匂川の支流河内川沿岸

に，御坂層を原岩とする変成岩類が発達する．そ

して山くずれぱ花嵩岩の山地に多く，規模の大き

いものがあったことが，当時の写真と調査図にょ

っても知ることができる．

　地震によって拾こる山くずれには，三つの著し

い特徴がある．一つは地形的にみて，平衡斜面，

というよりへん平庄傾斜面か，凸面の傾斜面に多

く，下衡斜面，というより凹面の傾斜面には少な

いということである．この点豪雨による山くずれ

とちがう．豪雨の場合には，水の集まりやすい地

形のところがくずれるが，地震による山くずれは，

水と関係がないこともその理由の一つであろう．

またへん平在斜面や凸面は地震の震動を．強くうけ

るが，凹面の斜面ではその影響が小さいというこ

とがあるかもしれたい．その理由ぱともかくとし

て，豪雨でくずれやすい斜面は，地震に対して強

く，地震でくずれやすい斜面は，豪雨に強いとい

いかえることができそうである．

　第2に地震による山くずれは，50。似上の急傾

斜面に拾こりやすく，それよりゆるやかになるに

したがって，くずれにくく在る．しかし20。以下，

あるいばさらに10。以下の平たんなところでも，

地下の地質構造のいかんによつて，くずれること

がある．花崩岩の上でぱ・20。以下のゆるい斜面

がくずれる場合はほとんどな一く，火山噴出物でで

きた台地，丘陵および第三紀層とか第四紀層に～＝

れが多い．昭和24年の日光今市地震による山くず

れについて，栃木県±木部砂防課で行なつた調査

結果を示すと表一4のとおりで，山くずれは傾斜

角50。を中心に，40o～60。の問に集中すること

がよくわかるであろう．

表一4　今市地震の山くずれの傾斜角のひん

　　　　度

洪積層 古生層 石英はん岩 花崩岩 計

～20。 1 一 一 ■ 1
20o～ 一 ■ ’ 一 一

30o～ 2 1 一 一 3
40。～ 36 43 8 19 106
50㌧ 55 68 24 46 193

60g～ 17 46 4 24 91

70㌧ 6 7 一 6 19
80g～ 4 一 一 4

　また洪積層以外の地質・岩石の上では，30。以

下のゆるいところにはごく少ないか，全く見られ

ず，洪積層のところには20。以下のゆるい丘陵，

台地状の上にくずれがお1二っている．

　第3は，地震による山くずれは，地震のときに

直ちにくずれとして現われず，その後の雨で崩落

するものが少なく在いことである．地震のときに，

地表層の部分が分離し，多少の滑落を拾1二して亀

裂を生ずることがあるが，外面的にはほとんど変

化が認められ在い状態のまま，一時的に安定して

いるものが，その後の雨で滑落をおこして，崩壊

面が現われるのである．関東地震の場合には，9

月1日の地震のときにはそれほど著しい変化をみ

せなかった丹沢山地が，9月14日の台風による雨

で，全面的を崩壊を拾こしたものであり，今市地

震のときのくずれも，その後に在って，雨のある

ごとにくずれたものが多かった1＝とが経験されて

いる．この点も，豪雨による山くずれと著しくち

がい，豪雨によるものでは，降雨の最盛期の直後，

約30分以内に拾こり，1時問以上を経過すれぱ，

くずれは拾こら在いとみてよい．ところが地震に

よる山くずれは，地震のさいはもちろん，その後

の豪雨に対して十分の注意を払う必要がある．
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　以上の一般的な論理は，地質のいかんを問わず

なりたつことであり，したがつて，花崩岩山地に

おいても，あてはまる論理であることはいうまで

もあるまい．

　花闘岩の山くずれはマサの上におこる場合が多

い．そうすると，重えにも述べたように，冬期の

霜桂や凍結のために，と＜に南面の斜面では自然

の復旧，つまり牛直生の侵入が非常に困難である．

かえって崩壊の面が拡大する場合さえ少なく在h

南面の斜面は，冬期間，夜は凍結し日中はそれが

とけて，表面のマサが崩落する．こういうくずれ

が冬の間，たえずくりかえされ，マサの表面が不

安定であるために，植生の侵入がさまたげられる

のである．丹沢山地の山くずれをみると，御坂層

および変成岩類の山地では，大正12年以来，20年

内外で大体自然復旧し，植生が侵入したものが多

い．ところが花商岩の山地では，20年以上に及ん

で，当時のま重に残ったくずれが少なくない．こ

のことは・さきに述べたハゲ山の場合と，全く同

じ論理の上にたって理解できる現象である．

　　3．3　地すべり

　ここでは地すぺりぱかりでな＜，地すべり性の

山くずれ，あるいは崩壊を含めてみてゆきたいと

思う．

　花簡岩の上では慢性型の地すべりはきわめて少

たく，急性型の地すぺり性崩壊はか在り知られて

拾り，その規模もなかなか大きいものがある．慢

性型地すぺりとしては，岡山県の早島町（宇野線

早島駅付近）のものがやや異例であつて，ゆるや

かなアカマツ林が徐々にすぺつている．10数年前

のことであるから，今日も在おすぺつているかど

うかはわからない．地質はおそらく花鵠岩と思わ

れるが，非常に厚いらしい地表層のために，地す

べり地の付近にも花闇岩の露出はみられ在かった．

地すぺりの機構その他は，むろん明らかでをいし，

花樹岩自体がどのようなものかも不明である．そ

の他，阿武隈山地の東側の双葉破砕帯と，西側の

棚倉破砕帯には，花崩岩の山地に慢性型地すべり

が二，三みられる．岩石が著しく破砕されてはい

るが，とくに粘土が多いというわけではなく・地

すぺりの機構などにっいては，これも不明な点が

多い．

　地すべり性崩壊の最も著しい例は，天正13隼11

月29日（1586年1月18日）に東海・東山・北陸諸

道から畿内にかけておこった地震で，庄川流域に

饗二鈴二

写真一3　群馬県利根郡水上町須田貝ダ

　　　　　ム上流（北方）12km洞元湖

　　　　　東岸花陶岩山地の地すぺり性

　　　　　崩壊　　（1962．9．15．撮影）

発生した群発型の急性地すぺり群である．飛騨白

川谷山くずれにて死者数百と伝えられるのをみて

も，そのはげしさが理解できるであろう．岐阜県

大野郡白111村には，今日もな拾，三方崩山をはじ

め，大規模の地すぺり性崩壊のあとが20数個残っ

ている．白川村の保不脇には，当時，戦国大名の

居城があり，城下町としてにぎわったが，この地

すぺり性崩壊の押しだしのために，たち重ち埋没

してしまい，数百人の死者があつたと伝えられて

いるが，この押しだしは庄川の本川をせきとめて，

上流，数kmに運する大きな天然ダムを造つてい

る．庄川が土砂れきの流出のはげしい荒廃河川の

様相を示すのは，このときの山地災害からのこと

である．庄川破砕帯と呼ぱれ，ほぼ庄川に沿つて，

花崩岩が大規模に破砕された地帯であって，白111

村の南の荘川村もこの破砕帯に属している．しか

し，御母衣ダム付近に古い地すぺりの地形が二，

三みられるほか，天正13年の地震による地すぺり

性崩壊はほとんどないようである．山地災害の免

疫性の立場から，将来に問題を残しているものと

考えられる．

　庄川破砕帯のこのような山地災害の発生にみら

れるように，花樹岩の地すぺり性崩壊は，地質構

造線に沿った破砕帯に多い傾向が著しい．群発型

であるか・あるいは多年にわたる単発型の続発に

よるものであるかは・いま，にわかに決定でき庄

いが（多分群発型であろう），中央構造線に沿っ

て，桜樹屈曲の付近に多くの花闇岩の地すぺり性

崩壊の地形が分布する．愛媛県の道後平野を流れ
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る重信川の上1i［1北岸の山地であつて，白潰（しら

つえ）の大きな地すぺり性崩壌をはじめ，東三方

ケ森，黒滝神杜にかけて，花舳岩山地の荒廃にぱ

著しいものがある．これらの地すぺり性崩壌の発

生の時期および原因，あるいは誘因についてぱ明

らかで在い．創言川は，その上流山問部に広大た

川原を形成し，l1砂れきの流出移動がばげしい河

川として知られているが，その原因が，これら一一

連の地すべり性崩壊群の発生jlあることはいう

までもなレ・．拾そらく中尖構造線の桜樹屈曲に現

われた運動のために，花崩岩地帯の破砕作用がす

すめられた結果では左いかと思われるが，くわし

いことぱ明らかてたい．

　しかし，中央構造線に接する花闘岩山地では，

とくに著しい地すべり性崩壌あるいぱ大規模な山

くずれが多いというわけではない．一，二の事例

をあげると，静岡県と長野県の県境で，中火構造

線の上にある青崩峠はその…つで，ここは，いわ

ゆる鹿塩片麻岩というミロナイト（圧砕岩）でで

きている．青崩の規模は非常に大きなもので，こ

の付近には峠の北部に14か所，南部に3か所の地

すぺり性崩壊の地形が発達する．これらの発生の

時期春よぴ誘因についても，今日，な倉明らかで

左いし，群発型では在いかと思われるが，それを

確認する資料もない．もう一つ治山事業の上で問

題を提供しているものに，三重県の高見山の地す

べり性崩壌，あるいは山くずれがある．中央構造

線の北側，高見山三角点（1，249．2m）のすぐ西側

にみられるもので，地質は花鹿岩に由来するミロ

ナイト（圧砕岩）である．ミロナイトの成因につ

いてはいろいろの説があるが，強大な圧力（応力）

をうけて，岩石が圧砕されたものと考えることが

できるから，いわぱ破砕岩の1種といえる．しか

し，ミロナイトぱ中央構造線に沿つて，紀伊半島

から赤石山地にかけ，広い分布をホしている．そ

れにもかかわらず．ミロナイトの上でば地すべり

性崩壊は意外に少在く，今日知られているものは

上記の2例である．この意味で，地すべり性崩壊

や山くずれがおこりにくい地質といえるかもしれ

たい．そして，いわゆる破砕帯の条件ともちがう

ことが注意される．つまり，破砕されたというた

だそれだけの岩石ではなく，再結晶作用を伴う圧

砕作用による岩右であることが，このような応用

地学的特徴を示すものと解することがてきる．

　中央構造線からぱたれ，広く鎮家帯の花陶岩を

みると，この地帯には，しばしば窄発型の地すぺ

り性崩壊がおこつている．たとえば人竜川沿岸の

人嵐では，数年まえに地すべり性崩壊が発ノ」1して，

かなりの期間に及んで，国鉄飯出線を不通にした

ことがある．重た昭和仰年g月の台風にょる豪雨

で，香川県坂出市の北須加北部の海岸に，かなり

の規干莫のものがおこつて拾り，この海岸には，あ

重り規模の大きいものではないが，5個所の地す

べり性崩壌の地形が発違する．その他ごく小規怜

のものは，奈良県紀ノ川北岸高取山付近，およひ

木津川北岸の花蝸篶山地に点々と分布するが，敏

家帯にあつては，これらのいずれもが，とくに地

質構造線と関連があるわけではたく，したがって

地すべり性崩壊が発生する，応用地学的た理由を

明らかにすることがむずかしい．将来の詳しい研

究に’またねばならぬ，重婆在閉題てあろうと思わ

れる．

　神戸市の六甲山は，昭和13年7月5日の集中豪

雨で，大災害をおこしたことがよく知られている．

この災害は六甲山の花商岩山地に多くの山‘ずれ

が発生し，件吉川，芦屋川左どぱ土石流を抑し出

して，神戸市に大きな災害をもたらしたことは周

知のと圭リであろう．そして六甲山では，ことに

西半の山地に多くの地すぺり性崩壊の地形が発達

している．これらの地すべり性崩壊は，むろん昭

和13隼の災害よりも，はるかに汽い時代の発生で

あろうと思われるが，大多田川流域から，住吉川，

芦屋川の上流にかけての山地…帯に，地すぺり性

崩壊の地形が集中して発達する．この応用地学的

在理由もよくわからないが，考えられる一つの条

件は，有馬温泉や宝塚温泉付近をとおる，有馬衝

⊥断層，六甲衝上断層，その他多くの断層が集申

する地帯であって，そのため花嗣岩が広く破砕さ

れており，さらにこれらの断層に沿つて湧出する

温泉，ガスの影響によつて，岩石が変質している

ためではないかということである．宝塚から有馬

付近の花嵩岩が，白つぼく，ガサガサしているこ

とは，こうした作用による岩石の変質の結果であ

ろう．大多田川以南の六甲山は，花崩岩の特異な

変質帯として注意され，その詳しい調査研究が望

重れるのである．

　滋賀県の比良山脈西側の琵琶湖に面した山地に

も，逢来山から武奈ケ監東方にかけて，花闘岩が

発達し，その上に多くの地すぺり性崩壊の地形が

分布する．武奈ケ岳から西側，安ま川流域は古生
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屑であz。が，この占生層の山地にも，武奈ケ岳の

｛南の山腹に大規模の地すべり性崩壊があり，葛

川村木／■1口付近にも2か所にこの地形が発達して

いる．安曇川はいわゆる花折断層の延長にあたり，

一一つの著しい断層谷であろう．この断層谷の東側

の古生層におこつた地すべり性崩壊と考えられる

が，大津～敦賀ひずみ帯という考えノバあつて，

比良山脈を中心とする構造線，あるいは構造帯の

存在を考えることができるかもしれない．そして

この構造帯の花崩岩に，このよう在地すぺり性崩

壊が多いのではないであろうか．西近江路に沿っ

て，花闘篶のドには扇状地がよく発達し，これら

。つ仁」二］状地祥の上二には砂れきの川峡が走わ，土地利

用ぱきわめ・二低い段階にあることが注意されるで

あろう．

　中部地方には付知断層と呼ばれる著しい断層が

ある．長野県馬籠から坂下をとおり，付知川に沿

つて西北に走り，加子母川から舞台峠を抜けて下

呂に達し，益田川に沿いたがら次第に北に方向を

かえる大断層で，花闘岩，石英ぱん岩を切つて走

っている．この断層の近傍には．馬籠，付知，加

子母などに，か在りの規模の地すべり性崩壊の地

形が分布する．基盤は石英はん岩が主で，花噛岩

の上にもわずかではあるが，地すぺり性崩壊の地

形が発達している．
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